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· 欠席者は必ず後日、確認しておくこと。
教育委員会開催日程及び議事録担当分担

開催日時：毎月第3水曜日　15：30～16：00
場　　所：病院2階会議室

· 委員会活動も業務。日程等は自己管理し、業務等への配慮をしてもらえるよう自ら各管理者へ申し出ること。研修準備担当があります。夜勤業務に就いている場合は、特に注意して下さい。

· 欠席届はワークフロー申請となります。開催日前に必ず提出して下さい。業務都合で欠席の場合は、必ず管理者への確認を行なってから申請して下さい。
	委員会開催予定日
	議事録担当者

	
	主担当
	副担当

	第1回　　　　R2年5月20日
	河原　範之
	松館　優司

	第2回　　　　　　　　6月17日
	大谷　研人
	田村　裕樹

	第3回　　　　　　　　7月15日
	野村　稔
	中野　円香

	第4回　　　　　　　　8月19日
	日沢　理乃
	小沼　大悟

	第5回　　　　　　　　9月16日
	　斎藤　慶大
	本川　沙織

	第6回　　　　　　　10月21日
	上野　由紀子
	松沢　渓

	11月2日（臨時開催予定）
	河原　範之
	

	第7回　　　　　　　11月17日
	林　愛子
	西山　光子

	第8回　　　　　　　12月16日
	滝上　美香
	濱谷　志保

	第9回　　　　R3年1月20日
	松川　達也
	大村　亮江

	第10回　　　　　　　2月17日
	松橋　直子
	石田　理恵

	第11回　　　　　　　3月17日
	道地　のぞみ
	髙田　律子

	第12回　　　　　　　4月21日
	加賀　紀子
	森山　貴文


· 議事録は2020年度内フォルダに「議事録」というフォルダあり

· 主担当が作成（主担当が欠席の場合は副担当が作成）

· 主担当・副担当２名とも欠席の場合は事前に他委員へ各自で依頼する

（当日欠席の場合は、委員長から指名します）

令和2年度の研修予定と担当

①法人研修概要
・開催予定日：第１火曜日・木曜日（ビデオ研修）　17：30～
・開催場所：メンタルケア病棟4階千葉記念講堂
・必須項目：感染関連　　　　　1件　人権関連　　　　　2件（院内研修で1件）
個人情報保護関連　1件　事故対策関連　　　2件（院内研修で1件）
　　　　　　　　※必須項目の根拠となる書類を添付する

※研修毎に企画書を提出。外部講師の際には謝礼などの必要金額も明記する。
	回数
	開催
予定月日
	テーマ
	講師
予定
	計画書
提出
	担当

	第１回
	4/28
ビデオ研修
5/1・7・11
	安全運転、通勤について
自家用車の管理と通勤に係る届け出の提出、安全運転への意識を高めるためコツや心構えなどについて講演。
	安全運転管理者
	３月上旬
	

	第２回
	5/12　　　　ビデオ研修
5/14
	医療機関における感染のアウトブレイクについて
医療機関での感染のアウトブレイクに対する早期発見と早期対応について学ぶ。
	松田
薬局長
	３月上旬
	

	第３回
	8/4
	医療安全対策～事故対策の視点～
医療安全についての基礎知識と、医療事故の事例から、事故対策ついて学ぶ機会とする。
	外部→
法人内へ変更
	６月上旬
	藤田タイ子西山光子
松川達也

	第４回
	9/1
	守秘義務と個人情報保護
仕事をしていくうえで、個人情報が今後どのように取り扱わなければならないかを講演。
	外部
講師
	７月上旬
	上野由紀子
滝上美香
大谷研人

	第５回
	11/3
	医療福祉学会　特別講演
内容・講師（案）とも企画書作成提出中。
	外部
依頼
	①R1.3月
②R1.7月
	滝上美香
石田理恵　斉藤慶大
松沢渓

	第６回
	2/2
	人権擁護について
医療や福祉現場における、人権擁護に関する講演を、事例を通して学ぶ。
	外部
依頼
	12月上旬
	高坂大一郎
日沢理乃
野村稔


②院内研修概要
　・開催日：第3週火・水曜日　17：30～
　・形式：講議＋グループワーク
　・必須項目：感染予防　　　　　　　　　　1件
精神保健福祉法（人権）関連　2件（法人研修含む）
事故対策関連　　　　　　　　2件（法人研修含む）
薬品衛生管理　　　　　　　　1件
防災関連　　　　　　　　　　1件
	回数
	開催
予定月
	テーマ
	講師
	担当

	第１回
	５月　　　（6/11.12実施予定）
	現場における精神医療サービスの在り方
最近の医療の傾向を踏まえ、今後必要になってくる支援のポイントを学ぶ機会とする。診療報酬の改定があれば、関連した情報も含める。
	菅原ＡＯＭ
	松沢渓
松舘優司

	第２回
	６月
	事故対策関連
昨年度の傾向から、事故の種類や原因を学び、対策を確認する機会とする。
	安全管理対策
委員会
	野村稔　　　　松橋直子

	第３回
	７月
	基本的な接遇（実技・ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸ）
基本的な患者様への対応を実際の場面を想定した参加型の研修で学ぶ機会とする。
	接遇向上・
苦情相談対応
委員会
	中野円香　　　本川沙織

	第４回
	８月
	精神保健・障害者総合支援法（行動制限）
総合支援法についての基本事項の再確認と、院内における行動制限のデータ集計等の報告・分析結果報告の機会とする。
	精神保健福祉士
	斎藤慶大　　　濱谷志保

	第５回
	９月
	災害時の施設での対応
災害発生時の各施設や部署においての、避難方法や受け入れ方法などを確認する機会とする。
	防災対策委員会
防災職員
	大村亮江　　　小沼大悟　　　

	第６回
	１０月
	感染対策（インフルエンザ・ノロ）
冬場の感染症のシーズンに入るため、具体的な感染対策の再確認。各部署において発生した場合の報告方法や隔絶対応の確認の機会とする。
	感染対策管理
委員会
	藤田タイ子　　加賀紀子

	第７回
	１１月
	医療ガス研修
医療ガス器具に関する講演を行い、職員が安全に医療ガス器具を使用することができ、使用方法を再確認できる機会とする。
	医療ガス委員会
	西山光子　　　中野円香

	第８回
	１月
	薬品衛生管理（医薬品における安全管理）
講師と内容検討（最近のトピックス・流行などふまえて）
	薬剤師
	小沼大悟　　　松橋直子

	第９回
	２月
	処遇制限（実技）
精神保健福祉法に基づいた行動制限の理解と看護の実践と身体拘束実施の方法・注意点を学ぶ機会とする。
	行動制限最小化
委員会または
CVPPP研修参加者
	本川沙織
濱谷志保

	第10回
	３月
	精神科における倫理
倫理的問題と倫理原則の視点をふまえた倫理的問題解決のあり方について学ぶことで、精神障害者への対応を見つめ直す機会とする。
	病棟看護師
もしくは医師
	加賀紀子　　　大村亮江


③苑内研修概要
・開催日：第3週火・水曜日　17：30～
・形式：講義＋グループワーク
・必須項目：接遇　　　1件　　　　　事故対策　1件　　　　職業倫理　1件　　　　　　　　
感染対策　1件　　　　　緊急時対応1件　　　　防災関連　1件

虐待関連　１件
	回数
	開催
予定月
	テーマ
	講師
	担当

	第１回
	5/19.21
	高齢領域の機能と役割
職業倫理と法令遵守
南山苑の役割と機能について、職業倫理と法令遵守
	高齢ＡＯＭ
	島守広恵　大谷研人

	第２回
	６月
	救急対応（急変時の対応：実技）
緊急時対応の再確認を、実技を交え、心肺蘇生など全員実施する。毎年開催。
	健康管理
グループ
	石田理恵　林愛子

	第３回
	７月
	接遇（電話対応）
特に電話対応において、実際の場面を想定した参加型の研修を行う。
	高齢SGM
	河原範之　日沢理乃

	第４回
	８月
	介護技術（褥瘡のアセスメントを実施）
褥瘡好発部位や予防対策の基本事項と、苑内の対象者の状態の推移や現状を知る機会とする。
	褥瘡予防対策管理
委員会
	大谷研人　道地のぞみ

	第５回
	９月
	防災について
災害発生時の各施設や部署においての、避難方法や受け入れ方法など訓練するとともに対応を検討していく機会とする。
	防災対策委員会
消防職員
	島守広恵　松川達也　

	第６回
	１０月
	感染予防（インフルエンザ・ノロ）
冬場の感染症のシーズンに入るため、具体的な感染対策の再確認。各部署において発生した場合の報告方法や隔絶対応なども検討していく。
	感染対策管理
委員会
	林愛子　　河原範之

	第７回
	１１月
	医療ガス研修
医療ガス器具に関する講演を行い、職員が安全に使用でき、使用方法を再確認できる機会とする。
	医療ガス委員会
	　日沢理乃道地のぞみ

	第８回
	１２月
	高齢者虐待防止について
虐待防止について基本事項の再確認と、事例検討や最新のトピックスについて講演。また、ミトン使用（良い例・悪い例）の実演研修。
	施設管理者
	島守広恵　松川達也　

	第９回
	１月
	嚥下事故を防止するためのケア
摂食・嚥下のメカニズムや食事介助・口腔ケアの方法を復習し、誤嚥事故防止を防ぐためにどのようなケアが必要であるかを学ぶ機会とする。
	高齢ＳＧＭ
	林愛子
石田理恵

	第10回
	２月
	事故対策「報告書の書き方とm-shell」
苑内における年間のインシデント・アクシデントの件数の推移。事故の種類や原因分析などのデータ分析を行い、苑内の事故統計を把握する。
	安全管理対策
委員会
	　河原範之道地のぞみ


④みさわ研修概要
　・開催方法については、院内・苑内研修と同様
・開催日時：第4週水・木曜日　17：30～
・形式：講義＋グループワーク
・必須項目：接遇　　　1件　　　事故対策　1件　　　職業倫理　1件

感染対策　1件　　　緊急時対応1件　　　防災関連　1件

虐待関連　１件
	回数
	開催
予定月
	テーマ
	講師
	担当

	第１回
	５/26.29
	職業倫理と法令遵守
職業倫理について、自らの社会的な役割や責任を果たす為の行動基準や規範を再確認する。
	三沢管理者
（ＳＧＭ・ＪＧＭ）
	田村裕樹
髙田律子
森山貴文

	第２回
	６月
	感染症予防
夏場に起きやすい感染症（食中毒や夏カゼ等）に掛からないための予防策を考える。
	感染対策管理
委員会
	田村裕樹
髙田律子
森山貴文

	第３回
	７月
	救急対応について
心肺蘇生の実践やＡＥＤ使用
緊急時の手順などの再確認
	看護職員
	田村裕樹
髙田律子
森山貴文

	第４回
	８月
	接遇（グループワーク）
クレーム対応や電話対応など、患者や利用者などと接する場面での対応を学ぶ。
	三沢管理者
（ＳＧＭ・ＪＧＭ）
	田村裕樹
髙田律子
森山貴文

	第５回
	９月
	防災・災害について
地震や火災が起きた時に何をすべきか。
日頃から準備するものは何かを考える。
	防災対策委員会
	田村裕樹
髙田律子
森山貴文

	第６回
	10月
	認知症ケアについて
人それぞれ対応の仕方が違うためグループワークを実践
	認知症ケア専門士
	田村裕樹
髙田律子
森山貴文

	第7回
	12月
	介護記録について
必須である介護記録を、各部署はどのように記録しているのか、人が見ても分かりやすい文章が書けるようになる。
	三沢管理者
（ＳＧＭ・ＪＧＭ）
	田村裕樹
髙田律子
森山貴文

	第8回
	1月
	事故対策
事故が起こらないように気を付けること。施設内で何の事故が多いのか見つけて対策を考える。
	安全管理対策
委員会
	　　　　田村裕樹
髙田律子
森山貴文

	第9回
	2月
	精神疾患・障害者の対応について
高齢者だけではなく、障害を持った若い利用者も増えてきている中、対応の仕方が高齢者と違うことがある為、研修を通してどのような関わりをしていくのか勉強する。
	看護師
作業療法士
	田村裕樹
髙田律子
森山貴文

	第10回
	3月
	高齢者虐待と身体拘束について
虐待防止について、基本事項の再確認と事例検討を行う。身体拘束をなくす為に私たちがやるべきことは何かを確認する。
	施設管理者
	田村裕樹
髙田律子
森山貴文


⑤医療福祉学会へ向けて（担当は予定ですので、変更する場合があります）

医療福祉学会の進め方

　　　●企画書・報告書などの作成、必要物品の確認と発注：

松館優司さん、松川達也さん、林愛子さん、加賀紀子さん
今年度は、7月上旬までに1回目の企画書提出の予定とする。

●抄録集編集：大谷研人さん、上野由紀子さん、道地のぞみさん、野村稔さん
　　　法人全体に早めに演題募集をし、抄録締め切りを9月15日までとする。

　　　●特別講演：滝上美香さん、石田理恵さん、斎藤慶大さん、松沢渓さん
　　　今年度の講師についてはまだ決まっていません。5月中には、講師選定（案）を提出予定。2回目の企画書を9月上旬までに提出。
当日までの準備や作業経過なども随時、連絡報告していく。
★研修参加率　データ管理は主に総務高坂さんにお願いしています。

【依頼している業務】

①研修出欠表原本の更新（毎月月末には更新）

②研修終了後の出欠結果WIZ掲示と必要時の変更

　　→研修毎の出欠表は、研修終了後2日以内に担当者が入力し、データをメールで河原と高坂さんへ送信。WIZ掲示期間は5日間。

1 年間の個人出欠データの管理　　
・年々、参加率が低迷しています。研修参加の意味や必要性を理解し、参加率の向上が図れるよう、各部署での申し送り等も利用して委員会メンバーも呼びかけをよろしくお願いします。
★研修の方法（講師への依頼なども含め）

　研修の方向性・趣旨を明確にする

　　・法人研修→基礎知識の習得（必要技術の総論的役割）

　　　　　　　　専門職として成長する為のモチベーション作り

　　　　　　　　専門職としての質の向上ができるよう支援する。

・院内・苑内・三沢Ｇ研修

上記法人研修内容を含め、現在精神領域及び高齢領域で必要な知識の習得意義のある研修内容となるよう、目的を明確にし講師と打ち合わせをしていく。グループワークを含めた研修とし、考える・発表するといった全員参加型の研修スタイルをとる事ですぐに活用できる知識の習得が得られるよう支援していく。
★研修関連の企画書作成について

法人研修や外部講師（謝礼が発生）対応の研修は、企画書作成が必要になる

企画書は理事長に、2ヶ月前の決裁が必要になるので、早期に取り掛かる。

研修実施後の報告書は、すべての研修に必要である。

→部署管理者には出席スタッフ把握にむけての情報提供を含め回覧実施。

報告書の提出期限について

　開催後2日以内に出席名簿を高坂さんに担当がメールで報告。

高坂さんはＷＩＺ掲示板でスタッフへの確認対応
（5日間：掲示の際には期日を記載）。

ＷＩＺ掲示終了後には、出席率が決定。

開催後、1週間以内に報告書書面の提出を行う。

★委員会運営の年間の役割り

●法人・院内・苑内・三沢Ｇ研修の年間スケジュールの担当
・研修企画準備（法人研修）ＷＩＺの掲載・ポスター、研修場所の予約、実施　　　　後の報告書当日のアンケート配布と出欠確認・アンケート用紙の準備

・法人研修はビデオ研修も実施する

・研修実施毎のスタッフ出欠状況の確認作業

●年間委員会出欠管理

　委員長が管理実施

　欠席届の個人業務管理（欠席届はＷＩＺのワークフローより委員会開催前までに決裁できるよう提出）

●委員会開催時の出席と議事録（書記）の担当

作成後は所定フォルダへの保管、委員会ファイルへの保管、委員への回覧

1 必ず実施の研修内容

感染に関すること：年2回実施で法人では1回は行う

医療安全管理に関すること：年2回

精神保健福祉に関すること、人権・権利・擁護：年2回

医療ガス（業者：東酸）に関すること：年1回は院内で実施

法人で必ず実施の内容：個人情報保護関係

2 講師によっては対外交渉

執行ＡＯＭに担当してもらう

外部講師（消防はなし）の場合は、その方の社会的地位によって謝礼が発生する

研修終了後に総務から講師に渡してもらう

3 研修関連の企画書作成について

法人研修や外部講師（謝礼が発生）対応の研修は、企画書作成が必要になる

企画書は理事長に、2ヶ月前の決裁が必要になる

研修実施後の報告書は、すべての研修に必要である。

4 南山苑でも法人研修の報告書（印刷して）をファイルに綴じておく

5 委員会主催の研修実施日について

2回実施日をとる（法人、外部講師関連以外）

看護グループ内研修との日程の調整。

法人の大きな行事企画などと重ならないように（旅行や青仁会祭りなど）

⑥　研修参加率

　　全体参加率も必要であるが、個人ごとのデータも管理していくことが必要。

　　研修参加への意識改革を目的とし個人研修カードを活用。

　　管理者にも情報を伝えていくように、研修ごとに集計データの報告書の作成は作
っていく形にする。（個人の参加率の管理を優先に）

　　業務扱い⇒準夜・遅Ａ・Ｂ・Ｃ（深夜入り・明けは業務扱いにはならない）

⑦　ビデオ研修の位置づけ

　　今年も法人研修に関しては、ビデオ研修を継続していく

　　個人の出席カウントはしないが、出席率全体のデータには加えていく

≪研修実施前後にあたり≫　
1．研修開催までの流れ
1 研修テーマの決定
2 講師選定
3 担当者から講師へ連絡
4 講師と打ち合わせ（開催日時・場所、内容について）
5 掲示(病院、南山苑、みさわ　WIZ掲示板へ)
6 研修場所の施設予約
7 研修当日の担当割り振りをし、委員へ連絡（準備、後片付けなど）
8 報告書の提出

2．報告書について
アンケートを集計し、その結果を報告書に載せます。出欠表は入力したら2日以内に高坂さんへメール添付し、ＷＩＺ掲示依頼を行って下さい。掲示開始より5日間、出欠に関しての申告期間とします。出欠が確定した後、報告書に載せ、委員長に提出してください。研修で使用した資料も添付してください。

3．報告書に必ず載せること
1 研修内容
2 アンケート結果
3 考察
4 感想等
5 反省・改善点
≪ビデオ研修実施に関してのマニュアル≫

　今年度は法人研修を対象にビデオ撮影を実施し、研修当日の不参加スタッフ対象に後日、撮影したビデオを流しフォロー研修を実施する事にする。実施担当者は基本的に法人研修担当スタッフが責任担当とする。
　開催日は、法人研修日の翌々日とする。2日間の法人研修であれば1日、1日間の法人研修でも１日間を、それぞれビデオ研修日として実施する。
　実施会場は、４階メモリアルホールとする。
　実施時間は、17時30分～18時30分を基本とする。

　事前準備）　使用物品は病院庶務から借用する。
　　　　　　（デジタルビデオカメラ・充電器・バッテリー・ケーブル）
　ＳＤカードは、病院２階作業デスク脇の、アンケートの置いてある箱に置いてある。
　会場は4階メモリアルホールを使用し事前に施設使用願いをワークフロー申請する。
　法人研修お知らせの掲示板や掲示物に、フォロー研修実施の案内も行う（企画書に
もビデオ研修についての記載を行う）
　　当日）会場や物品の設営
参加者名簿を控え、アンケート記入をしてもらう
報告書にも記載する
物品関係の後片付け
　その他）ビデオ研修の位置づけ
研修カードの運用について

　研修後、参加した職員の各個別研修カードに担当教育委員会スタッフの印鑑を押す。

　研修時、研修担当者が個別研修カードファイルを持っていく。

　研修カードファイルは各、施設ごとに教育委員会が管理する。

上司との面談や自己確認したい時など回覧は自由とする。

【法人研修　進捗状況】

第１回法人研修

4/28　　開催　ビデオ研修：5/1・7・11　
テーマ「安全運転における車両管理について」
講師：庄司ＴＯＬ、安全運転管理者　櫻井裕之
担当：山之口・木村
参加率： 66.0％
感想： ・マイカー通勤は私有物での通勤のようで会社等にも責任が問われる事があることを知り、他者へ迷惑をかけない行動が必要だということがよく分かった。
・適切に管理された車両で安全に運転し、他者、周囲、自分の安全を確保する事は、運転する者の重大な責任だと改めて感じました。
反省： コロナウイルスの影響で、研修開催方法等検討（座席を離す・手指消毒・換気）し開催した。欠席者が多いため、改善策を検討する必要がある。
第２回法人研修

5/12　　開催　　ビデオ研修：5/14・18・19
「医療機関における感染のアウトブレイクについて」講師：松田俊之薬局長

担当：川井・松舘
【各領域研修】

· 院内研修①

6月予定
「現場における精神医療サービスの在り方」（佐藤・菅原ＡＯＭ）
· 苑内研修①

5/19・21実施

「高齢領域の機能と役割・職業倫理と法令遵守」（小向・高成ＡＯＭ）
· みさわ研修①

5/26.29予定

「職業倫理と法令遵守」（田村ＪＧＭ）

議案1、法人研修の際、メンタル入口からの離院防止・対応策の検討
現在、南病棟の人員配置では法人研修の時間帯１名のみの配置となっている為、病棟職員での対応が難しい。委員で配置行うと内側・外側と２名配置必要となる。高齢領域・本部・精神・公休の職員となると何度も同じ作業を繰り返す事になり離院リスクが高まる事や他グループ職員での患者対応も難しい。今年度は外階段を利用としメンタル入口からの出入りは行わないこととする。他職員には掲示板にて周知図る。
議案2、研修実施時の感染防止策について
第２回と法人研修を行った際に初日に７０人、ビデオ研修時に５０人程の参加者があり席を一つあけて座っていたが充分な距離を保てていないように見られた。
研修日を増やしたり、定員を決めて行う事も可能だが、委員の負担も多くなる。
後部席から埋まっていく為、前方から座るよう声掛けし間隔を充分保つよう徹底を図り対応することとする。換気・入室前の手指消毒も行う。また、院内・苑内・みさわ研修においても、感染対策の徹底継続し行っていく。
【次回委員会予定】

日時：R2年6月17日（水）15：30～

場所：病院2階　会議室

議事録：大谷さん、田村さん

